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1 目的
山下と大山（2015）が、「人物画精神年齢の変
化に見る就学前発達支援の効果（1）―川本町
の保育所児の全体傾向と『気づき』の効果―」
で述べたように、「支援必要群」の児童は、入学
後のグッドイナフDAM人物画検査で明らかな伸
びを示している。これまでの川本町相談支援事業
の一環で関わってきた時以来のことを振り返り、ど
こに高まりがあり、伸びが生じたのかを個々の事
例でのエピソー ドを交えて振り返ると共に、各保育
所での保育士の振り返りや気づきなどもまとめる。
執筆者2名はあくまでも、「支援必要群」に入っ
ているのが誰なのかを各保育所には伝えていなかっ
た。保育所での変化があったとすると、それは各
保育所自らの変革であったと言えよう。その経緯
を明らかにすることを目的として、これを考察する。
ここでは、特に平成26年度の町就学指導委員
会において審議対象となった3例を取り上げる。
2 倫理的配慮
本論文で取り上げた3例の記述については、事
前にそれぞれの対象児の保護者に説明し、指導
記録と描画の引用について承諾を得ている。また、
職務上の記録を含む研究論文であるため、事前
に学校長の査読を得て、掲載の承諾を得ている。
保育士からの報告等の公表についても、事前に
了承を得て掲載している。
3 入学後の実際
1)具体的な支援
平成27年度は、町内の3保育所を卒園して入
学した児童が21名、全く集団保育を受けずに入
学した児童が1名、計22名の入学であった。平成
27年6月現在において、特別支援学級に籍を置く
児童はなく、全て単学級の1年生教室にて学んで
いる。
うち、前出の3名は、平成27年4月から、既に通
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級による支援を実施している。合わせて、通級に
通う保護者で作っておられる親の会へも入会され、
活動にも参加し始められたところである。自立活
動の内容で、週1時間個別の指導を実施中であ
る。
合わせて、町独自の学習支援員によるサポ トー
が1年生全体に対して週10時間程度入っている。
2）諸検査及び様子観察より
入学後、22名の入学生全員に対して、医師によ
る検診、視力･聴力検査といった一般的な健康
診断の他に、次のような実態把握を養護教諭と
通級指導教室担当者で行った。町内保育所を
卒園した21名（「支援必要群」8名、「その他群」
13名）の群別結果は以下の通りであった。延べ
人数で記す。
（1）「支援必要群」の結果
①構音検査
　発音不明瞭、サ行がタ行に置換等：4名
　声のかすれ、きしみ：1名
　拗音の発音に課題：1名
②聴力検査
　音の聞き分けに苦手さがある：1名
③視知覚機能検査
　近視力：全員問題なし
　眼球運動、追視･保持：4名
　若干の眼震：3名
④色覚検査
　異常：なし
⑤読み・書き（ひらがな指導終了時）
　書き：10文字程度未習得　2名
　読み：拾い読み・抵抗感強い　2名
⑥「支援必要群」中、3名のSM検査
　保護者・担任にてチェック
　3名とも、昨年11月時点より伸びあり。
　特に身辺自立、集団参加の項目にて。
（2）「その他群」の結果
①構音検査
　発音不明瞭、サ行がタ行に置換等：3名
　側音化構音：1名
　拗音の発音に課題：1名
　口の開け方：1名
②聴力検査
　音の聞き分けに苦手さがある児童：なし
③視知覚機能検査
　眼球運動、追視・保持：3名
　若干の眼震：1名
④色覚検査
　色覚異常：疑い有り→受診予定1名
⑤読み・書き（ひらがな指導終了時）
　書き：数文字程度未習得　3名
　読み：拾い読み・抵抗感強い　なし
これらのことから、「支援必要群」には、確かに
運動面、学習面での丁寧な支援が必要かどうか、
更に吟味をしたり、様子観察をしたりすることが必
要であろうと推察される。しかし、一方の「その他
群」においても、構音上や視知覚機能において未
だ十分に力としてついていない児童も複数名いた。
特に、昨年度の時点では気に掛かる幼児としては
あがっていなかった児童も、発達上の凸凹を持っ
ているということが分かった。今回の検査で先天
的な障がいの疑いがあるケ スーも分かり、早急の
対応をしたところである。もちろん、その児童のた
めになることは、他児にとっても好ましい支援であ
ると考え、早速使用チョー クの色を限定したり、色
鉛筆等を学習で使用する際には個への指導を入
れたりするようにした。
単純に「落ち着かない子」として対応するので
はなく、見ること･聞くこと･話すこと･考えることの
それぞれの場面で苦手さを感じるのはどうしてな
のかを見極めた上での指導の必要性を痛感した。
また、支援が必要と就学指導委員会から伝えら
れた児童に対してだけ、支援体制や支援方法を
考えればよいというものでもないということも、再確
認した。
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4 事例
ここで「支援必要群」の中から、特に平成26年
度の町の就学指導委員会にかかった3名に関し
て、具体的に取り上げてみる。
【ケ スー1】
1）A児（男子）について
　保　　育：A保育所平成23年4月～
　家族構成：父、母、本児、妹
　診　　断：軽度のADHD
　療育経験：なし
（1）保育所での様子
・初めてのことや場所に抵抗感が強い。
・言葉は伸びてきており、会話も成立するように
なったが抽象的な指示は通らない。
　×「帰りの支度をしましょう。」
　○「かばんに着替えを入れましょう。」
・集団の中でも、一人遊びの世界に入ることが
ある。
・穏やかな性格で、皆に好かれる。
・自分は年長であるという自覚が芽生え始めた。
保育体制：年長児8人に対して1名の担任の他
に、保育補助としてもう1名保育士
が付き、2名体制で行われた。
（2）家庭での様子
・目の前のことやものに集中しすぎてしまうこと
がある。
・手本を示すことで、できることがある。
・初めての場所での不安感が強い。
（3）巡回教育相談等での様子
3、4歳児の時には寡黙的で、妹の居室に行っ
て過ごすことが多かった。慣れた人の前では自分
のことを一方的にしゃべる、またはオウム返しをす
るといった様子であった。5歳児となり、活発に仲
間の中では口を開くようになると共に、折り紙やお
絵かきなどでは、上手だと他の子どもたちに一目置
かれるようにもなった。
特に仲良しの友達が一人できた。馬が合うと
いった様子で、よく行動を共にするようになった。
今でも互いに好きなようで、相手の子は「A君は、
お遊びの時間を約束すると、ちゃんと守ってくれる
んだよ。ぼくは、そんなところ好きだし、すごいなあ
と思うんだよ。」と話してくれた。
2）A児に対する保育所の関わりと入学後の様子
顕著な伸びを示したA児について、心がけてこ
られたことを中心に、在籍した保育所に聞き取り
をしたところ、次のような言葉が帰ってきた。
（1）本児に対して
特性を知り、細かい配慮をするように心がけた
ことはもちろんである。自分で考えて動けるように
なって欲しいという願いに向けて、まずは本児に具
体的な指示を分かる言葉で伝えていった。例え
ば、「水着をプー ルバックに入れましょう。」のように、
何をどの様にするのかを具体的に、且つ1つずつ
伝えた。そして分かっているかどうかを確認してから、
次のステップへと進むようにした。そうすることで結
果的には他児同様に、一つ一つの行動をやり遂
げた結果となり、本児自身が納得をすることができ
た。
（2）4、5歳児全体に対して
子ども本人がやりたいと思うことをやり遂げる時
間をこちらとして保証することに心がけた。例えば
A児は絵を描くことがとても好きなので、描きたい
気持ちが萎えないように、満足するまで可能な限り
時間を作って活動させた。時には分割した形に
なっても、絶対に続きができると約束されていると、
意欲が低下することはなかった。
逆に抵抗感のあることには、気長につきあう姿
勢も示した。特にこのような時の、子どもたちから
提案される打開策には、A児も前向きに取り組む
といった面が見られた。例えば、虫歯予防のフッ
素に抵抗感が強かった本児であるが、「水で薄め、
唇につけるだけでまず最初はよしにしてあげようよ。」
25しまね地域共生センター 紀要　vol. 2　2015
と提案があった。友達の励ましを受けながら、頑
張るうちに、口に少量をさっと入れて直ぐに吐き出
すというところまでができるようになった。
このように、苦手さにもトライしていく本児を見て
きたからだろう、友達間の中で、せかしたり、なじっ
たりといったことが全くない関係で、日々 を重ねた。
これまでできなかったことができた時には、担任
保育士は大げさなくらい一緒になって喜んだ。そし
て、それを他の職員たちにも紹介すると、その人た
ちもまた喜び、本児に声をかけた。結果的には、
お迎えの時には誰が対応しても､その日の様子を
保護者に語ることができるほど共有されていた。そ
うすると不思議なもので、保護者の方にも少なから
ずの変化が現れ出した。それまで、保育所との距
離を置いておられたが、いつしか心をすっかりと開
き、本児のことを前向きに捉えて関わられるように
なっていった。悲観的になったり、保育所と敵対的
な関係になったりということからは本当に縁遠いも
のとなった。
なかなか伝えにくいその子の課題や友だちとの
トラブルなどの事実等を伝えるためにも、まず良い
ところを伝えた。すると、課題解決についても、共
に悩み、家庭と保育所で協力して進めることがで
きた。
ものごとへの関心の薄かった本児は、これまで
我関せず一人遊びを繰りかえしていたが、このよう
に保育士との関係がより安心できるものになってい
くにつれて、様子に変化が現れてきた。全く興味
の無かったはずの「なわとび」を持ち、他児の側
に行って自分なりに跳ぼうとし始めた。
「やりたい」という気持ちが強いクラスだったので、
任せられることは任せる、子どもたちが考えたこと
をできるだけ取り入れるという方針で進めた。
例えば散歩についていえば、いくつか前もって
可能なお散歩コー スをマップにし、その中から子ど
もたちが今日行きたいと思うコー スを選ぶといった
自主性を大事にした。「この前とは違う所に行っ
てみようよ。」とか、「僕たちの行きたい所に昨日行っ
たから、今日はA君たちの行きたい所に行こうよ。」
などと、子ども同士の相談があってからの出発となっ
た。このように毎日の生活の場で、いろいろ子ども
たち自身が考え選択して進む過程を取り入れた。
また、時計の針をよく活用して、「長い針がここまで
来たらお片付けしようね。」などと話して経験を積ま
せていったら、時計の針を見て動けるようになった
のはもちろんであるが、互いに誘い合わせて動ける
ようにもなってきた。
このような生活が積み重なるうちに、「言えば受
け入れてもらえる。」「自分たちで考えたことは、形に
なる。」ということが、徐 に々分かって来たようだ。ま
た、ひとり一人が自分を否定せず、自分のことを『好
き』と思える子どもたちに成長していった。
（3）入学後2ヶ月半経っての振り返り
このことは、入学後の1年生のクラスの様子か
ら担任が気付いたエピソ ドーにもつながる。何か
で問題点が起こる度に、クラスに「じゃあ、次は～
してみたらどう？」とか「しっかり、～すればいいんじゃ
ない？」などと、前向きなことばが次々出る。やりたい、
やりたいが強い子どもたちなので、言いっぱなしで
はなく、やると言ったからには、どういう風にやるか
とか何に気を配るべきなのかなど、自分の考えも既
に持って、子ども同士の話をしている。それも一人
二人ではなく、自然発生的にそんな話し合いにな
るのがなぜだろうかと思ったが、基盤は保育所で
の育みにあったと知った。
「A児のみならず、4、5歳児のクラスの子どもた
ちみんなに対して、昨日と今日、先程と今との違い
や伸び、変わり際を目の前で見とどけ、感じること
ができて、保育士冥利に尽きました。」と担任は、
昨年の保育を振り返る。入学後学校より、子どもた
ちの成長ぶりを数値やことばにしてもらい、自分た
ちの保育を改めて振り返ることができた。課題や
気づきも含めて、この返しがまた次への保育への
糧になると所長。
図1は、平成26年11月と平成27年5月に描かれ
た、入学前後のA児の人物画である。グッドイナ
フDAM人物画検査の採点項目にあてはめれば、
輪郭のある首、瞳を描き、腕の位置が正確になり
つつあり、指の数が認識されているなどの変化が
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あり、身体図式の年齢相応な安定が見られた。
DAM-IQに18の上昇がみられた。
（4）保護者の思い（授業公開後の連絡帳より）
「～親から思えばあっという間の45分ですが、
子どもにとっては長いんでしょうね。みんな落ち着い
て授業を受けていたし、雰囲気も良くて仲良しで
すね。やっぱりまだ、準備に時間がかかりますね。
～Aは集中するまでに時間がかかるので、皆に迷
惑をかけることも多いと思います、あまりに目に余る
ようでしたら、教えてくださいね。少しずつ慣れて
成長していけると良いなと思います。」
執筆者としても「他機関との連携」とよく使う文
言であるが、生活に連続性のある子ども自体を本
当に見続ける意味での繋がりの大事さを考える機
会となった。
自己完結せず、他（機関や保護者、場合によっ
たら本人など）から、率直な評価を受け、振り返る
ことは大変に価値があると感じた。
つい先日も、担任が教室にて落とし物の持ち主
を捜しているところに来て、A児は「先生、僕が届
けてあげましょうか？」と他者への関心を示した。
本児の醸し出すほのぼのとした感じが、そのまま
伝わってくるエピソー ドであった。
そうかと思うと、「A君、校庭に遊びに行くよ。」と
いつものように一方的に誘う友だちに、「ぼく、図
書館に行きたいんだ。」と初めて自分から意思表
示をした場面もあった。当然、相手の子どもはびっ
くり顔であった。日々 の成長が眩しくもある。
　　　　
【ケ スー2】
1）B児（男子）について
保　　育：B保育所　平成23年4月～
家族構成：父、母、本児、妹、祖母
診　　断：広汎性発達障害、発達性協調運
動障害、ADHD
療　　育：平成25年10月より月2回
 　　現在も継続中
（1）保育所での様子
　・手先が不器用
　・自分の思いが先行し、友達とのトラブルあり
　・体をコントロー ルすることに苦手さあり
（2）家庭での様子
　・書くことに苦手さがある。
　・人の顔の絵を反対向きから描く
（3）巡回教育相談等での様子
人なつっこい本児は、抵抗なく巡回相談員の
傍にやって来て、自分のお気に入りの本の話を唐
突に始めるといった具合であった。川本町から大
図１　A児の人物画（6か月の変化）
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田市に向かうまでの橋の名前も全て覚えていて、
このようなときには得意になって披露してくれた。
2）B児に対する保育所の関わりと入学後の様子
（1）本児に対して
ひとり一人の自己肯定感、自尊感情を大切にす
るように心がけた。具体的には、できた→褒める
→本児の意欲につながるように、職員間での連携
を大切にした。自信をなくすことがないように、保
護者とも連携していった。すると、笑顔での登所が
増えた。
（2）4、5歳児全体に対して
職員の配置に余裕が持てるように、取りはからっ
た。障がい児保育対象のD児に対して1人、B
児・C児に対して1人の保育士が付き、4、5歳クラ
ス全体（19名）としては3名の職員がいて、子どもた
ちに関わるという形となった。もちろんこの3名での
話し合いをしっかりとし、連携が常に図られていた。
本来なら、30名に対して1人の保育士という基準
であるので、数字的にだけみても遙かに手厚い保
育を実施する人的配置が叶った。
常に、子どもたちへの言葉かけなどが具体的な
ものであるか、伝わっているかといった視点で吟味
した。例えば、その日のスケジュー ルを示す際には、
言葉のみで終わらず、イラストなどを添えた視覚情
報も合わせて出した。そして、活動終了まではい
つでも、その視覚情報が見られるような場所に置
いておくことで、分からなくなった子は戻って確か
めることができたり、仲間同士誘い合わせて行動
に移ることができたりしていた。職員が伝え方の
工夫を意識したことにより、ひとり一人が不安を解
消し、見通しを持ちながら保育所での一日を過ご
せたと考える。
（3）D児の存在
D児の存在は子どもたちの心に多大な影響を
与えたと思われる。平成26年度になって、入所して
きたD児は自閉症の診断有り、これまで他市にて
障がい児保育をうけていた。興味のある色につい
て､いくつかの名称は言葉として出るものの、会話
としては成立せず、行動面での見守りも常にいる
状態であった。
最初は、子どもたちもどう関わって良いのか分か
らず、戸惑うほどであったという。しかし、同じ教室
で過ごし、同じ年長さんとして活動をしていく中で、
子どもたちなりの関わりの方法を見つけたり、D児
の良さを見つけたりして、次第に仲間となっていっ
た。その内に、D児の存在自体が当たり前と成り、
子どもたちはもちろん、職員、保護者間にも多大な
プラスの影響を及ぼしたと感じられるようになった。
みんなが学んだということである。子どもたちは、お
友達には容易にできても、自分の中では苦戦する
ものがあることも認め、そこから頑張ればいいのだ
ということも知り、安心して友達関係を気づいていっ
たように思う。結果的には、D児は他市の県立養
護学校へと進学することとなり、子どもたちは別れ
を迎えた。卒園の日の教室ではD児を真ん中に
して、子どもたちは別れを惜しんだという。また、保
護者の中には、最初は一緒にやっていけるのだろ
うかと心配もしたが、わが子の心の中に他者を認
め、優しくなれる気持ちが芽生えてきたことを知り、
D児に出会えたことに感謝しますという内容のお
便りを返された方もあった。
保育所以外のいろいろな機関のスタッフとの連
携や支援を受けたことも、大きな力となった。連携
の大切さを再認識した1年となった。
（4）入学後2ヶ月半経っての振り返り
主任は、「ひとり一人が違うのですから、関わり
もおのずと違いますよね。大変だけどそれが基本
です。」とさらりと電話の向こうからおっしゃった。常
日頃の保育の中で、この考えが当たり前として入っ
ているのだなあと感じた。
図2は平成26年11月と平成27年5月に描かれ
た、入学前後のB児の人物画である。グッドイナ
フDAM人物画検査の採点項目にあてはめれば、
位置と割合の正しい耳のほか胴体が出現して、腕、
脚、足のつけ方がほぼ正しくなっているなどの変化
があり、身体図式の年齢相応な獲得が見られた。
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DAM-IQには17の上昇がみられた。D児も含め
た4、5歳児クラス全体の手厚い保育体制の中で、
B児の精神発達にも成果があったことがわかる。
（5）保護者の思い（授業公開後の連絡帳より）
「～入学して2ヶ月半、すっかり保育園生の姿は
抜け、1年生に成長させてもらっているなあと思いま
した。B個人をみると、先生に言われたことがなか
なかできない、出せない、しまえないといった部分
が気になりました。算数もBにとっては、だんだん
難しくなってきているようで、授業中もどこか上の空
の部分がめだっていました。苦手な面がここのとこ
ろ出てくるようになり、いかに本人に達成感を味合
わせながら自信を持ってくれるようにしていけるか、
大きな壁です。家では、まず、基本的なことがやれ
るよう、衣食住の面で気を配りながら見守っていこ
うと思います。
一つ嬉しい話を聞きました。保健室の先生が、
『B君はとてもいい挨拶をしてくれますよ。こちらも
元気になります。』と声をかけてくださいました。こう
したBのいい面を一つでも二つでも多く見つけて
あげられるよう過ごしていけたらと思います。～」
保護者の気づき、不安、そして前向きな養育へ
の気持ち、学校への期待等 を々この文面より読み
取ることができる。また、打ち合わせたわけではな
いが、保育所が大事にしてこられたことと同じよう
に、本校の職員もまた、それぞれの立場で子どもた
ちを見つめ、伸びを評価し褒めて返しているのだ
ということも分かる。「こんな嬉しいことをお母さん
が書いてくださいましたよ。」と通級担当者にも教
えてくれる担任。このように『連携』といった、堅い
言葉ではない自然体の繫がりが日々 の中で繰り広
げられていることを再認識した。
【ケ スー3】
1）C児（男子）について
保　　育：B保育所　平成21年7月～
家族構成：父、母、兄、姉、本児、祖父、祖母
診　　断：ADHD
療　　育：平成25年10月より月2回
　　　　現在も継続中
（1）保育所での様子
・日常生活上で支援が必要な場面はみられな
い。
・運動面では、縄跳びなどが得意。リズム体操
や発表会などみんなの前で行う活動を嫌が
る。
（2）家庭での様子
4歳児まで朝、ずっと泣きながらの登園であった。
時には、家を出る段のところで既にかんしゃくを出
して保護者を困らせるといったこともあったようだ。
兄や、姉の学校生活での不適応行動と連鎖し
て、本児も荒い言葉を遣う時期があったり、母親
図2　B児の人物画（6か月の変化）
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の注目を集めようと極端に甘えたりする姿があっ
た。しかし年長に入り、兄、姉の安定が図られたり、
療育での積み上げが回を重ねてきたりする中で、
本児にとっての保育所が楽しいものに変わっていっ
たようだ。いつしか朝の渋りはなくなった上に、生
き生きとした表情が多く見られるようになり、運動
会や生活発表会などの大きな行事において、保
護者から離れクラスのみんなと一緒に行動がとれ
るようになっていった。保育所として心がけたことな
どは、前述と同じようであった。
図3は平成26年11月と平成27年5月に描かれ
た、入学前後のC児の人物画である。グッドイナ
フDAM人物画検査の採点項目にあてはめれば、
B児と同じく胴体が出現して、腕、脚、足のつけ方
がほぼ正しくなっているなどの変化があり、衣服や
指も表現しようとしているなどの変化があった。B
児と同じく身体図式の年齢相応な獲得が見られ、
DAM-IQには22の上昇がみられた。D児も含め
た4、5歳児クラス全体の手厚い保育体制の中で、
C児にも精神発達上の成果があったことがわかる。
【その他の保育所の取り組み】
このほかに、もう1カ所町内には保育所がある。
今回は1名のお子さんがそこから入学してきた。特
に、支援必要群として気に掛かる幼児ではなかっ
たので、ここではケースとしては取り上げないが、
保育所としての取り組みを聞かせていただいたの
で、以下に記述する。
1）Ｃ保育所について
全園児9名、その内年長児1名という状況下で、
同年齢の集団を組むことができないことによるデメリッ
トもあったが、その分、個 を々しっかりと受け止める
ように全職員で取り組んだ。
特に、4、5歳児には個 が々自分をはっきりと出せ
るようにと、活動内容に工夫をした。当番活動な
ど決められたことや、自分がやりますと意思表示し
たことには最後まで責任を持たせ、やり遂げられる
ように支援した。そして、できた時にはきちんと褒め
て返すように努めた。特にこの年長児に対しては、
その幼児の性格もあるので引っ込み思案な面を
認めながらも、地域の人の前で発表をする機会を
作るなどしてスモ ルーステップで経験を積ませても
いった。次の段階で同年齢の集団に入った際に、
自分の思いを表現でき、友達と互いの良さを認め
あえるようになって欲しいと願って保育をした。
縄跳びが得意であったので、小学校の場面でも、
本児が良い表情で披露したり活動に参加したりし
てくれるものと期待している。
5 考察
以上のような形で子どもたちの伸びの下支えに
なったものを探ることを通じて、改めて携わるもの
同士大きく影響し合っていたことに気づかされた。
保育所の中での保育士さん同士、保育所と家庭、
保育所と教育委員会、保育所と小学校･･･連続
性の中で生きる子どもたちの側にいる者もまた、途
切れなく繫がり、大いに子どもたちの成長について
意見を交えることができていた。
グッドイナフDAM人物画検査や新版SM社会
図3　C児の人物画（6か月の変化）
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生活能力検査を各保育所に依頼し実施したこと
は、「相談支援手帳」を作るための調査といった
位置づけにとどまらずに、我 の々子どもの成長を見
る目を更に豊かにするためのステップとなった。子
どもの成長を信じて関わることの大事さも、事例の
ケ スーで痛感させられた。
前回と今回との絵を並べたときの違いに、それ
ぞれの子どもの成長を感じ、愛おしくさえ思えてくる。
確かに、子どもたちが伸びるためには、貴重な
下支えがあった。言葉としては若干違っていたが、
3保育所とも子どもひとり一人にきちんと向き合い、
内面の成長を願い大切に保育しておられることが
ひしひしと伝わってきた。
町内で専門機関の療育を受けることは叶わな
い環境であるが、町外にて月2回程度、専門的な
視点で的確な支援を受けてきたことも、その子ども
にとっては良き学びになったであろう。また、それを
受けて保護者と連携し、毎日を過ごす保育所にて
療育の内容も取り入れながら、日々 の実践を重ね
ていったことは、子どもたちの揺るがない力の獲得
に繋がっていったことだろう。
一方で、保育士さん方がこの機会を活かし、更
に高みを目指して保育の有り様を探られたことも
意義深かったと考える。検査等の客観的な視点
から実践を振り返ることは、「何となく」で毎日の実
践を展開してしまわないための歯止めとして、大切
なことでもある。外の機関からの気づきを返しても
らうということに対しては、得てして構えてしまいそう
になるものであるが、本当に快くご協力いただいた。
それはとても貴重なことであり、更に深まった取り
組みが生まれるきっかけになったはずである。保
育士さん方の前向きな姿勢に習い、自分のこれか
らの実践でも進んで評価を受けたいものだと思っ
た。
グッドイナフDAM人物画検査を実施して気づ
いたことがある。ほとんどの子どもの絵に、①耳が
描かれていない（22人中15人）。②鼻が描かれて
いない（22人中7人）。自分の体のイメー ジが、まだ
まだ持てないでいることがうかがえる。また、五感
をどれだけ使って、日々 の生活を楽しんでいるのだ
ろうかと気にもかかる。
1年生の担任からは「合図があったときに、どう
も体がぴたっと止まらない。中には、自分で止まろ
うと思いつつも、ずるずると体が先に出てやっと停
止できる子がいる。」と聞く。教室にて様子観察を
すると、鉛筆の持ち方は何とか様になってきたもの
の、給食時には握り箸であるため、おかずもご飯も
口の中に押し込んでいる児童が数人いる。チック
症状が見受けられる児童もいる。
入学後の諸検査の結果からもうかがえるが、「支
援必要群」だけではなく「その他群」にも気がかり
な子どもがいる。このことより、一定の健診での診
断のみに頼らず、保育の現場でインクルーシブな
教育支援を展開していくことがより大事であると言
える。その際に、「相談支援手帳」が保護者や保
育士にとってはもちろんのこと、子どもの育ちを見守
る者みんなにとっての有効なツ ルーと成るよう、更
なる吟味を重ねて形にしたい。延いては、小学校・
中学校･･･と子どもの成長と共に周りの人 を々繫ぐ
ものにもなっていくことを願う。
まもなく、川本町の「相談支援手帳」の試作が
できあがる。川本町の保護者さんたちが、先ずは
モニター として使い勝手についての感想等を返し
てくださるのを今から楽しみにしている。
今後とも、子どもたちの確かな成長を、町をあげ
て見守っていくことができるよう、自分自身も更なる
研鑽を積んでいきたいと考える。
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